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χϡーδーϥンυࢹɾݚमཱྀߦ����
ձࣾコーティングϝσィΞࣜג

ւ֎ࢹ

　日本パウダーコーティング協同組合 2019 年 11 月
25 日ʙ 30 日·Ͱの̒日ؒ、χϡーδーϥンυのคମ
ృؔ࿈ۀاのࢹπΞーを։͠࠵·͠た。ຖ年ྫ߃
のւ֎ࢹπΞーͰす͕、ࠓճ 2018 年̒月のคମ
ృڀݚձͰ発දされ·͠た、คମృྉϝーΧーの
%(L	International ࣾとͦのϢーβーͰ͋るృձࣾ
の ColoVr	8orLT ࣾを๚͠た΄͔、คମృ͕༻
されているݐのࢹを行い·͠た。ࢹπΞーに、
ᬑཧ事をじΊと͠て、ձһۀاの 20 ໊͕
。Ճ͠·͠たࢀ

ʙΦーΫϥンυ֗ࢢはݐઃۀでؾ׆ʙ
　Ӌాۭ港͔Β 10 のϑϥΠτをऴ͑ると、ॳؒ࣌
Նの৺ྑい͕ީؾͬてい·͠た。ؾߴ࠷Թ
22ˆఔͰす͕日தの日ࠩ͠ڧいとײじる΄ͲͰ
す。χϡーδーϥンυとೆのओཁなౡ͕͋Γ、ࠓ
ճ๚れたΦーΫϥンυౡにҐஔするࡁܦのத৺
Ͱ、ਓޱ 170 ສਓ。ͦの͏ͪ 40ˋ͕Ҡຽとい
͏こと͋ͬてଟจԽ͕ݟΒれるҬͰす。
　όεͰࢢ内のத৺にۙͮくにつれて事ݱཱ͕
ͪ·す。ࡏݱ、ΦーΫϥンυࢢ内Πンϑϥඋビ
ルݐઃ͕ԢͰ、̏年લ͔Β本֨తにԼమ事͕
行ΘれていたΓ、͋ͪこͪにビルのݐઃ事ݟΒれ
たΓ͠·す。さΒにҠຽࡦにΑΓਓ͕૿ޱଓいて
いるたΊ、ΦーΫϥンυ߫ࢢ֎にେنなॅ区Ҭ
͕උされるなͲ৽ஙॅのधཁ૿͑てい·す。
࢈てΈると、χϡーδーϥンυのओཁݟをࡁܦ内ࠃ　
、・ࡐͰ͋Γ、ೕ、ྨ、࢈࣍ୈ̍ۀ
Ռ࣮ྨ、༽ໟྨなͲを༌ग़͠ているҰํͰ、ػցྨ
ࣗಈंなͲۀ༌ೖにཔる部͕ଟいたΊ、
にؔΘる͕ଟくをۀઃݐ、ృधཁͰΈるとۀ
Ίていること͕͏͔͕͑·す。
　ொにいると日本ं͕につ͖·す͕、ΨΠυさΜの

にΑるとྲྀ௨͠ているࣗಈंの 70ˋ͕日本ंͰͦ
の͏ͪҎ্͕தंݹとのこと。10 ສΩϩ行
΄とΜͲ৽ंの֮ײʁͩと͔。ࣗࠃのࣗಈंϝーΧー
を࣋たないこのࠃͰ、ී௨ࣗಈंにؔ੫をઃ͚てい
ないたΊ日本͔Βすると༌ग़͠すくなͬてい·す。
日本と同じࠨଆ௨行、ӈϋンυルとい͏ことい෩
になͬているΑ͏Ͱす。

ϙϦΤステルがओྲྀ""(、ˋ��͚ࡐݐ
%(-�*OUFSOBUJPOBM ࣾ

ճ๚͠たࠓ　 %(L	International（ҎԼ %(L）Φー
ετϥϦΞ・%VlVY グルーϓのҰ部と͠て事ۀల։
͠て͖たதͰ、2019 年̔月に日本ϖΠンτϗール
σィングεの %VlVY ങऩにΑΓ、日本ϖΠンτϗー
ルσィングεグルーϓとなͬてい·す。
　%(L ృྉϝーΧーと͠て、AN;（ΦーετϥϦΞ、
χϡーδーϥンυ）ࢢٴͼ東ೆΞδΞͰ 35 年Ҏ্
にΘたͬてคମృྉの、ൢച͠てい·す。

ΦーΫϥンυの֗並み

%VMVYɾ%(-

%VMVYɾ%(-　คମృྉݱをֶݟ



29

パウダーコーティング　7PM����/P���

　ۙのൢചྔ年ؒ 3000 τンͰ、ൢചઌηグ
ϝンτΞルϛαογパωルなͲ͕ؔࡐݐ 70ˋ
をΊてい·す。ઌにड़べたΑ͏に、ػց͕ۀ࢈Μ
ͰないχϡーδーϥンυͰ、ۀృधཁと͠て
いとΈΒれ、คମϚーέοڧにґଘする部͕ۀઃݐ
τͰൈ͖Μग़た同ࣾのηグϝンτ͕ͦの··ࢢશମ
のಈとݟることͰ͖·す。
คମృྉをϝΠンܥࢷͰϙϦΤεテルथ͚ࡐݐ　
にల։͠て͓Γ、;ͬૉथܥࢷϥΠンΞοϓにͬ࣋
てい·す。ϙϦΤεテルथܥࢷのߗԽλΠϓ日本Ͱ
ओྲྀのウϨλンλΠϓͰなく )AA λΠϓとなͬて
いて、ڥྀの؍͔Β T(IC λΠϓ͋Γ·ͤΜ。

ʙ���LH、���LHの͔ࡉͳΦーダーにରԠʙ
　%(L のैۀһ 50 ໊Ͱ、ͦの͏ͪ 15 ໊͕
000όον（2ܕͰಇいてい·す。ஔ、େ
ʙ 1 ສ 50000	Lg）̏ج、தܕόον（200 ʙ 1500	
Lg）̍ج、খܕόον（50 ʙ 200	Lg）̎جにՃ͑て、
Ϙンσィングϓϥンτ̎جを༗͠·す。
　όοναΠζを複࣋つことͰॊೈなडମ制をෑ
いて͓Γ、50	Lg  60	Lg といͬたখϩοτΦーダー
සൟに͋Γ·す。ྫ͑ࢲた͕ͪ๚͠た࣌の̍
つのόονͰिに 18 ৭のੜ࢈を༧ఆ͠てい·͠た。
͔なΓ͔ࡉなΦーダーにରԠͰ͖るΑ͏Ͱ͠た。
　࣭ཧにؔするػݧࢼなͲҰ௨Γඋ。Ϩー
βーにΑるཻࢠαΠζੳஔ、Χϥーコンϐϡー
λー、ޫ2、ܭUV ଅਐީػݧࢼ、தੑԘਫໄ
ࣔ、ػݧࢼԘਫໄੑࢎ、ػݧࢼ ࠩࠪྔܭ（%SC）
なͲ、ཧతಛੑなͲଟくのテετثػをଗ͑てい·
す。

ʙԊ؛ɾ67ڧで༏Εたީੑʙ
Ͱࢹճのࠓ　 %(L のߴީੑϙϦΤεテルथࢷ
されている༺࠾คମృྉʮ%URATECʯ͕ܥ AS# 本
部（ۜ行）を๚れ·͠た。
　คମృ AS# のルーόーのΑ͏な日ࠩ͠ݐ
আ͚のΞルϛ֎ࡐに࠾༻されていて、このݐ
2013 年にݐてΒれて͓Γ̒年͕ܦա͠てい·す͕、
す͙ۙくにւ͕͋Γχϡーδーϥンυの͠ݫいࢵ֎ઢ
にࡽされるとい͏͠ݫいཱڥに͔͔ΘΒͣ৭Ϝ
ϥなͲྼԽ۩合ݟΒれ·ͤΜͰ͠た。このπ

ΞーࢀՃऀのօさΜײ৺͠てい·͠た。पลݐの
தͰ、ΰールυ、γルόー、ϒϩンζΧϥーσβΠン
͕ͻとࡍଘײࡏをࣔ͠てい·͠た。

/;ॳのਨࣜคମృϥΠン
$PMPVS�8PSLT ࣾ

る͑ߏをにࢢの͏̍ࣾϋϛルτンࢹ　
คମృձࣾ・ColoVr	8orLT ࣾͰす。
　同ࣾࡐݐϝーΧー APL のคମృを͚ෛ͏事
ձࣾͰす。APLۀ グルーϓΞルϛχウϜԡग़ܗ
の INEX、ཅࢎۃԽ্͛の FINEX、ϓϥενοΫ
Ճの PPL、ྲྀ௨ձࣾの APL	%irect なͲを༗͠て͓
Γ、ColoVr	8orLT  APL グルーϓの̍ࣾ。
ॅのυΞٴͼ૭αογのΞルϛࡐݐͰ、Χーテン
ウΥールなͲビルࡐݐѻͬてい·ͤΜ。
һۀै　 65 （໊APL グルーϓશମ 500 ໊）Ͱ、
ԽॲཧϥΠンとคମృϥΠン͕̏ϥΠン͋
Γ·す。グルーϓձࣾの͕同じஂۀ内にू
͠て͓Γ、લఔの INEX す͙ྡに͋るたΊ、ޮ
తにੜ࢈γϑτ͕組Ίるମ制͕ͬてい·す。
　̍日のੜ࢈ྔ 1 ສ 3000 パーπ΄ͲͰคମృྉ
の༻ྔ30ʙ 40τンʗ月になΓ·す。ృྉ%(L
を࠾༻͠て͓Γ、グϨーυ͕ࡐݐ֎༻్のたΊ
ϙϦΤεテルथ͕ܥࢷ΄とΜͲ。Χϥーͻと月に
 160 ৭༻͠て͓Γ、360 ৭·Ͱ可とのことͰす。

"4#ຊ෦ʢۜߦʣの֎ࡐにคମృが࠾༻

$PMPVS�8PSLT

$PMPVS�8PSLT　ਨคମృઃඋ



30

パウダーコーティング　7PM����/P���

Ͱ、̍日ظたと͖ͪΐ͏Ͳൟ͠ࢹ 22 Քಇؒ࣌
（̎ମ制）Ͱ͠た。ؓظࢄͰ 19 。ՔಇͰすؒ࣌

ʙคମ̏ϥΠン、ΫϩϜϑϦー࠾ܥ༻ʙ
　คମృઃඋ̏ϥΠン͋Γ、ԣΓϥΠン͕ྔ࢈
༻のୈ̍ϥΠンとখϩοτ༻のୈ̎ϥΠン。ྡのݐ
に̏年લに৽ઃ͠たਨࣜのॎΓϥΠンをྔ࢈༻
と͠てͬ࣋てい·す。ୈ̍ϥΠンϗϫΠτなͲ୶࠼
Χϥー、ୈ 3 ϥΠンਓؾΧϥーのϒϥοΫなͲೱ࠼
Χϥーをい͚ることͰ、৭ସ͑Ͱコンλϛを͑
たޮతなੜ࢈を行ͬてい·す。
　こののେ͖なಛ、࠷େϫーΫαΠζ͕ 7
ϝーτルのई͕ଟいとい͏こと。たͩ 7 ϝーτル
といͬて、ͦのαΠζͰԽするのͰなくృ
。にくΧοτ͠૭υΞになΓ·すޙ
　ୈ̍ϥΠンとୈ̎ϥΠンͰ、લॲཧஔΦϑϥ
ΠンͰ͋ΓృϥΠンのす͙ྡにσィοϐングࣜのલ
ॲཧஔをஔ。̒૧ࣜͰࢎચい͔Β࢝·ΓԽॲཧ
·てい͠༺࠾をܥΫϩϜϑϦーのδルコχウϜࡎ
す。ਫΓס૩ఔなくৗԹס૩͠คମృϥΠン
とҠるྲྀれͰす。
　ୈ̍ϥΠンϫーΫをՙֻ͚͠てす͙にϓϨώーτ
૩を͠ていないたסఔͰਫΓఔにೖる。લॲཧ
Ί、શにਫをৠ発さͤること͕త。คମృઃ
උ、(E.A のコϩφࣜ̑Ψンをॎにྻ͠たϨ
γϓϩをର໘にઃஔ（ܭ 10 Ψン）͠てคମృ͠て
͓ΓλονΞοϓ͠てい·ͤΜ。な͓、คମృྉ
ճऩ࠶ར༻͠てい·す。মԹ 220ˆͰס૩
34	N。ϥΠンεϐーυృにΑͬてҟなΓ·す
日ࢹ、͕ 2.45	N/Nin Ͱൖૹ͠てい·͠た。
　ୈ̎ϥΠンখϩοτ༻のృϥΠンͰୈ 1 ϥΠ
ンのす͙ྡにஔ͠てい·す。ృઃඋこͪΒ
(E.A のコϩφࣜ̏Ψンをॎにஔ͠たϨγϓϩ
をର໘にઃஔ（̒ܭΨン）。このϥΠンͰิޙਖ਼と
͠てϋンυΨン໊͕̎λονΞοϓを行ͬてい·す。
গྔଟछをѻ͏たΊ、Ұ部の৭ճऩ࠶ར༻͠てい
るのの、ج本తにਧ͖ࣺてとい͏ことͰす。

ʙ�ϝートルをॎりคମృʙ
　ѹͬͩרたの͕ୈ̏ϥΠンͰす。̏年લにઃஔ͠
たృϥΠンͰ、同ࣾのதͰ࠷৽͠いృઃඋと
なΓ·す。このϥΠンχϡーδーϥンυͰॳとな
るΠλϦΞの CU#E	TREVISAN のਨࣜคମృ
ઃඋを࠾༻͠てい·す。
　このઃඋ、ਨࣜのॎΓϥΠンͰ͋Γ、લॲཧ
ϥΠンと࢈૩·ͰのҰ؏ੜס、ఔ͔Βคମృ
なͬてい·す。7 ϝーτルのईͰ͋ͬてॎΓ
にすることͰઃඋコンパΫτԽ͕可。
　લॲཧδルコχウϜܥԽॲཧࡎを্にϙンϓͰ
い্͛て、ईϫーΫにର͠て্͔ΒԼにྲྀすΓٵ
ํ。ృػ (E.A コϩφΨンを༻͠て͓Γ、
ϫーΫにର͠てࣗಈΨン̐Ψンをઃஔ͠たϨγϓϩを
ܭ）Βઃஔ͔ํ̐ 16 Ψン）ࣗ͠ಈΨン͕ϫーΫに
ର͠て্Լにಈく。λονΞοϓなく、คମృྉ
ճऩ࠶ར༻͠ている。ͦのס、ޙ૩ఔ 220ˆʷ 45

にҠΓ·す。
　日本ͰΊͬたにݟΒれないେܕのਨࣜคମృ
ઃඋをݟること͕Ͱ͖·͠た。λονΞοϓ͕ないと
い͏のগ͖͠ڻ·͠た͕、複ܗࡶঢ়部に͖ͪΜと
คମృྉ͕ೖΓࠐΜͰບް͕֬อされてい·͠た。

൪֎ฤᶃϫΠφϦーମݧ
ҿମࢼͼٴֶݟճのπΞーͰϫΠφϦーのࠓ　
内に͋るࢢ行い·͠た。๚れたのΦーΫϥンυݧ
VILLA	.ARIA（ϰィϥϚϦΞ）のϫΠφϦー。
ޙֶݟにϰィϥϚϦΞϫΠンのࢼҿձを行いつつ
ன৯をとΓָ͠いؒ࣌をա͝͠·͠た。
　ϰィϥϚϦΞ 30 年Ҏ্にΘたͬてχϡーδーϥ
ンυのϫΠφϦーと͠て࠷ଟくのをड͠て͓
Γ、このͰ年ؒ 2200 ສ本のϫΠンをੜ͠࢈、
ͦの͏ͪ 60 ʙ 70ˋをΠΪϦεΞϝϦΧをϝΠンに
༌ग़͠てい·す。ੜ࢈ࣗಈԽ͕ਐΜͰ͓Γ、ϩ
Ϙοτ作ۀを行ͬていて、̍͋ؒ࣌たΓ̍ສ 2500
本ϘτϦング͠てい·す。
のχϡーδーϥンυΒ͠く、ϦαΠΫルࠃཱڥ　
Ͱ͖ないとい͏ཧ༝ͰϘτルのコルΫખࢭΊてす
べてεΫϦϡーΩϟοϓにΓସ͑てい·す。さΒに
2020 年·Ͱに 100ˋΦーΨχοΫを͠ࢦてい·す。

ϫΠφϦーをֶݟ

ϩトルΞ　間ܽઘ
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ϩトルΞ　風ޫ໌ᇪͳ景৭ϩトルΞ　ϗϏοトଜ

൪֎ฤᶄϩトルΞޫ؍
　ΦーΫϥンυ͔Βগ͠をԆ͠てϩτルΞに行
͖·͠た。ϩτルΞౡのதԝ部に͕るେ
ଳにҐஔ͠、Թઘの֗と͠てΒれてい·す。ͦこͰ

ೆ࠷ٿେのؒܽઘを͠ޫ؍たΓ、өըʮϩーυ・Φϒ・
β・ϦングʯʮϗビοτʯのࡱӨ͕行Θれたөըηο
τのϗビοτଜに行ͬたΓ͠·͠た。日本ͰຯΘ
͑ないେࣗવ෩ޫ໌ᇪなܠ৭をָ͠Έ·͠た。
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〔日本パウダーコーティング協同組合より新年のご挨拶〕 

若干遅いですけどあらためまして新年明けましておめでとうございます。 

皆様方におかれましてはお健やかに令和最初の２０２０年の新春をお迎えになられた

事と、心よりお慶び申し上げます。 

日本の景気は横ばい傾向にあったものが、２０１６年後半より２０１７年にかけて内需 

外需の増加によりゆるやかな回復基調が続きました。しかし、２０１８年は災害の影響に

より、輸出・生産活動は弱含みで景気は一服といった状態でした。その様な中でも、設

備投資や個人消費等の内需は緩やかに回復をしており、２０１９年も引き続き同様の状

況が続いたのではと考えます。１０月からの８％⇒１０％への消費税アップでは個人消

費等が今一つ低調の様で２０２０年も同様の傾向が続くのではないかと思われます。 

当組合でもこの２％の消費税のアップは組合財政にボディブローの様に効いてくる感

がございます。 

更に、米国大統領トランプ氏の保護主義的な通商政策の動きや米中の貿易摩擦、中

東（特にイラン）問題、北朝鮮問題、英国ブレグジット、日韓関係悪化等不安要素が昨 

年に続き多々見受けられ予断を許さない状況と言えます。 

この様な中我々を取り巻く業界は若干景況感がアップしている様に思えますが、海

外・国内動向により業種間格差が見受けられる様になってきています。塗料の出荷量

を見ると全塗料・粉体塗料共にここ５～６年増えもせず減りもせずの状況で大きな変化

が見受けられません。しかし、塗装機・塗装設備は関係者のご努力で改良が進み、塗

着効率が格段に良くなってきています。我々に関する粉体塗装業界でも２０１８－１９

年は各社からその様な新製品が上市されています。 

この様な状況でも塗料生産量・販売量において量的な維持ができていることから考え

ると、決して塗装需要は減少していないということが言えます。 

我々が取り扱う塗料はこと環境に対しては決して優しいというものではありません。

欧州や中国では環境規制が厳しく、環境に優しい塗料である水性塗料や粉体塗料に

溶剤系塗料がＶＯＣ削減の為に切り替わって来ています。日本はまだまだ環境規制が

比較的緩く、欧州や中国に今後色々な面でおくれを取る可能性があるのではと心配

です。 

日本パウダーコーティング協同組合では昨年に引き続き環境に優しい粉体塗装の

発展を目指し今後も諸活動を展開して参ります。言うまでもありませんが、これらの活

動を通じ私ども日本パウダーコーティング協同組合が発展するためには経済産業省

や全国中小企業団体中央会及び関係団体のご指導が欠かせません。 

これからも組合としてなすべき事は沢山あります。今年も組合員・賛助会員各位のご期

待に沿うべく気持ちを新たに頑張っていく覚悟でございます。 

最後になりましたが皆様のご健康、ご発展とご多幸を心より祈念申し上げ新年のご挨

拶とさせて頂きます。 
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≪参考： ２０１９年（暦年））１－１０月の全塗料、粉体塗料の生産量・販売量≫ 

  （ここ７年のデーター比較） 

粉体塗料

生産量 
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 

１-10

合計 

2013 2706 2967 2903 2855 2704 2765 2918 2611 2868 3159 28456 

2014 3139 3276 3279 3081 2805 3039 3251 2672 3285 3615 31442 

2015 2797 2972 3357 3108 2618 3165 2908 2438 2626 3332 29321 

2016 3124 3054 3190 2868 2617 2971 2793 2603 3066 3114 29400 

2017 2799 2856 3123 2749 2674 2792 2965 2720 2922 3181 28781 

2018 2982 3125 3328 3117 2906 3004 3120 2883 2900 3503 30868 

2019 3097 3519 3558 3179 3391 3197 3610 2793 3063 3622 33029 

 

粉体塗料

販売量 
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 

１-10

合計 

2013 3203 3311 3316 3215 3135 3099 3616 3002 3617 3806 33320 

2014 3804 3840 3931 3603 3291 3519 3826 3042 3869 4093 36818 

2015 4162 4058 4653 3780 3532 4196 3766 3472 3408 4294 39321 

2016 3870 4121 4226 3834 3526 3947 3718 3525 3906 4120 38793 

2017 3767 3902 4193 3657 3813 3747 4035 3789 3961 4216 39080 

2018 4055 4124 4433 3950 3751 3744 4330 3822 4027 4611 40847 

2019 3953 4185 4157 3785 3995 3790 4279 3415 3949 4262 39770 

 

ここ７年の１-１０月の粉体塗料の生産量と販売量を経産統計値から見てみると、生産

量はここ７年で最高値となっている。昨年よりも７％増である。塗料製造業における新

設ラインや改造による生産増によるものではないかと考えられる。 

しかし、販売量はＨ２７以降大差なく推移しているが、今年は昨年より１０月時点でほん

の少し低下傾向にある。 

また、１-１０月の生産量及び販売量実績から２０１９年の生産量は３．９-４万トン、販売

量は４．９-５万トンと推定できる。 

塗料全体では２０１５年以降生産量（シンナー含む）は１６５万トン前後で推移。販売量

は１７５-１７８万トンで推移し大きな変動は見受けられない。ちなみに、シンナー無しで

は生産量は１２０万トン前後、販売量は１２９万トン前後である。 




